
平成２１年１０月１９日 

 

阪神電気鉄道株式会社 

 

第８回日本鉄道賞受賞記念 阪神なんば線 Presents 

 

 

を１１月１５日に開催します 

～計３００名様をこのイベントにご招待！！～ 

 

 阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市福島区、社長：坂井信也）では、来る１１月１５

日（日）に、世界遺産の元興寺（奈良市中院町１１）において、「神戸サウンドコレクション  

in 奈良」を開催します。 

このイベントは、神戸～奈良間を「ドラマティックロード」とし、その魅力をお伝えす

る阪神なんば線のプロモーションの一環として、古都奈良の歴史ある名刹をロケーション

に、神戸ゆかりの国際色豊かなアーティストによるパフォーマンスを楽しんでいただくと

いうものです。また、阪神なんば線がこのたび「第８回日本鉄道賞」を受賞したことをう

け、皆様への感謝の気持ちを込めて開催するものです。 

当日は、上海出身の女性古箏奏者である伍芳（ウー・ファン）さんをお招きし、古箏従

来の持ち味をそのままに、様々なジャンルの音楽を組み合わせた伍芳さん独自の音色をお

楽しみいただきます。 

このイベントに、各回１５０名、計３００名様を抽選でご招待します。観覧ご希望の方

は、下記概要の応募方法をご覧のうえ、郵便はがきにてお申込みください。 

イベントの概要は下記の通りです。 

 

【「神戸サウンドコレクション in 奈良」の概要】 

 

１ 日  時  平成２１年１１月１５日（日） 

        １回目：１３：３０～ ２回目：１５：３０～  

※１日２回公演（１公演 約３０分～４０分） 

２ 開催場所  元興寺（国宝 世界遺産・古都奈良の文化財） 

※会場への入場には、元興寺の拝観料が別途必要です。 

拝観料は各自ご負担ください。 

[元興寺拝観料 大人 400 円／中高生 300 円／小学生 100 円] 

３ 募集人数  ３００名（１５０名×２回）  

４ 応募方法  郵便はがきに以下の事項を明記のうえ、下記の応募先までお申込みくだ

さい。抽選により、３００名様をご招待いたします。 

 

 

神戸サウンドコレクション in 奈良  

～世界遺産 元興寺に響く中国古箏
こ そ う

の調べ 伍芳（ウー・ファン）～ 



① 代表者の郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号 
② 参加者全員の氏名・年齢、参加希望回（１回目もしくは２回目） 
※はがき１枚で代表者と同伴者あわせて４名様までご応募いただけます。 

          ※いただいた個人情報は、当選通知はがきの発送等、本イベントに関するこ

とのみに使用いたします。 

【応 募 先】〒５５３－０００１ 

         大阪市福島区海老江１－１－３１ 阪神野田センタービル１０階 

        阪神電車「神戸サウンドコレクション」係 

  【お問合せ】電話０６－６４４２－５１７０ 

        （平日１０：００～１７：００） 

５ 募集締切  平成２１年１１月２日（月）必着 

６ 当選発表  当選通知はがきの発送をもって発表に代えさせていただきます。 

 

＜ご参考＞ 

 

【伍芳（ウー・ファン） プロフィール】 

    

中国古筝演奏者、作曲者 

中国・上海生まれ。 

中国で最も難関といわれる上海音楽学校に入学。1990 年 7 月同校を首席

で卒業し、来日。1996 年 9 月に東芝ＥＭＩよりデビュ－アルバム「箏心」をリリ

－スする。日本における現在の中国楽器ブ－ムの先駆けとなる。 

ケニー・Ｇ氏、南こうせつ氏、東儀秀樹氏（雅楽師）、溝口肇（チェロ）など数

々のア－ティストと共演。多数のＴＶ・ラジオ出演のほか、狂言、能、人形浄瑠

璃文楽との共演、皇太子御夫妻の前での御前演奏等々、意欲的な演奏活動

を行っている。 

2006 年 6 月 28 日には、通算９枚目のアルバム「Jasmine Flower～中国歌

物語～」を発売。2007 年 4 月より、神戸市看護大学非常勤講師「感性・身体

表現」担当。独自の音楽世界＜ウ－・ファンワ－ルド＞を展開し、その確実な

テクニックと美しい音色で聴衆を魅了し続けている。 

 

 

【元興寺（がんごうじ）】 

   蘇我馬子が飛鳥の地に建立した日本最古の寺院・法興寺（飛鳥寺）を

平城京に移した、歴史ある名刹。南都七大寺の中でも最も古い歴史を持

つ大寺院であったが、現在は極楽堂と禅室（ともに国宝）などが遺され、当

時の伽藍を偲ばせている。屋根の一部には、飛鳥から移された日本最初

の瓦が今も使われている。平成１０年、「古都奈良の文化財」の一つとして

世界文化遺産に登録された。 

 

 

 

 

以 上 


